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風洞試験は，平成 27年 2月 2日から 6日にかけて，JAXA宇宙科学研究本部の高速気流総合試
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風洞試験は 5日間で計 29回実施され，そのうち 4回は Flightモデルにおけるマッハスィープ試
験である． 
図４には風洞試験に用いた 4つのインテークモデルの空力性能を示した．Flightモデルのインテ







つのインテークモデルより，圧力回復率が 2 %程度高かったが，斜め流路角度が 45°，60°，90°
の 3つのインテークモデルに関しては，圧力回復率に大きな差が見られないという結果が得られ
た． 
今後はこれらの風洞試験結果について，CFD解析を実施して実験結果との比較を行うのと同時
に，この試験結果を基に，インテーク・ダクト形状の再設計を行い，インテーク・ダクトの空力
性能と機体構造のトレードオフを通じて，機体搭載型のインテーク・ダクトの形状を設計してい
く． 
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